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概要 

教育改革の進む大学教育の中で  Web Based 
Training (WBT) システムを利用した新たな教

育が注目され、多くの大学に導入され始めて

いる。ここでは情報メディア、特に WBT シ
ステムの持つ多様な可能性と問題、及び広島

大学学生の現状について簡単にレビューし、

情報教育研究センターにより開始され、本年

度より情報メディア教育研究センターに引き

継がれている WBT システムを利用した教育

支援の現状について紹介する。 
 
 
1. はじめに 

急激に進歩する情報環境の中、人々を結ぶ

コミュニケーションの形は大きく質的に変化

してきた。これに伴い、社会の構造に関して

さまざまなレベルでの見直しが求められてき

ている。このような時代背景の下、発生する

いろいろな問題に柔軟に対処していくために、

また、クリエイティブな活動を続けていくた

めにも、常に新たな事柄を習得し続けるとい

うことが欠かせない状況が多くの分野で発生

しつつある。さらに、社会が経済的に成熟し

たことも要因となり、生涯学習を志す人々が

増加しつつある。このため、構築された学問

体系によるカリキュラムに沿った従来の教育

とは異なる形での教育への需要が高まり、大

学は、現実の問題に対処するために必要な事

柄を学び、実社会の中での試行錯誤の中で能

力に磨きを掛け、さらには、新たな知を創造

していくという役割を期待されるようになっ

た。 
このように、大学教育に対する要求が変化

し、学生の興味、目的、さらには年齢層まで

が多様化していく中で、従来通りの教育スタ

イルでは十分な教育成果を挙げることが困難

なケースも生じつつある。ここ広島大学でも

教養的教育の見直しを中心とした教育改革が

進められ、新たな教育プログラムの導入、授

業評価制度の構築、マルチメディア環境の整

備等さまざまな改革への試みがなされてきた。

また、フェニックス入試という新たな入学制

度が導入され生涯を通じた学習のための門戸

も開かれたところである。 
以下では、情報メディア教育研究センター

による教育支援*の一部、特に、WBT システ

ムを利用した教材作成支援について報告し、

WBT システムの大学教育への利用とその問題

点について簡単にレビューする。 
 
2. 情報メディアの教育利用 

情報メディアを授業に活用することで、従

来は実現が困難であった教育環境を得ること

が可能となる。以下に、情報メディアの利用

により強化、改善が期待される主な環境を挙

げておく。 
 

 さまざまな形の学習形態実現 
 教師と学生の間の距離を短縮 
 協調作業のサポート 
 臨場感のある教材提供 
 学習状況の把握 
 学習管理、成績管理 

 
これらを駆使していくことで、教師が多くの

学生へ教えるという従来の授業形態とは異な

る、学生が情報メディアを利用して学ぶとい

う形の教育形態が実現可能であり、遠隔教育

を中心に情報メディアを生かした授業の試み

と各種開発が進められてきている。 
遠隔教育のためのシステム開発の目的の一

つは、バーチャルな時空において教師と学生

とのコミュニケーションをいかに円滑にかつ

バリアフリーな形で行えるようにするかであ

る。ただし、教師と学生が物理的に空間と時

間を共有する教室の中で進められる従来の授

業においても、教師と学生とは必ずしも接近

しているわけではない。WBT システムを利用

したバーチャルな空間でのコミュニケーショ

ンがリアルな空間でのコミュニケーションを

                                                 
*
情報メディア教育研究センターの提供してい

る情報教育、自主学習環境については文献 [1, 
2] を参照ください。 



誘起することで、このような状況をも改善す

るきっかけを得ることができると期待されて

いる。さらに、情報メディアを通じたコミュ

ニケーションによる共同作業、協調学習等も

可能である。遠隔地に赴かなくては手にとる

ことのできない教材も情報メディアを通じて

触れることができるようになり、新しいタイ

プの教材開発も多くの大学で積極的に進めら

れつつある。 
 
3. WBT システムによる教育支援 

実際に情報メディアを授業の中に取り入れ

期待した効果を得るには、そのための準備が

どうしても必要になる。準備のための作業が

煩雑であればあるほど、教官と学生の負担は

大きなものになり、トラブルも発生しやすく

なる。情報メディア教育研究センターでは、

準備作業をできるだけ簡易な形にするため、

欧米の標準的な WBT システム（WebCT）を

導入し、これの日本語化作業に協力すると共

に、標準的な教材作成手順の確立とマニュア

ル整備 [3]、必要な情報入力の自動化のための

開発に取り組んでいる。また、広島大学教官

の声を取り入れた形でのレポート提出支援シ

ステムの開発、整備も進めている [4]。このよ

うなシステム整備だけではなく、実際に教材

作成を行う教官のための各種相談、教材を利

用して学習を進める学生の利用相談窓口も設

けている。さらに、最近問題となることが多

いセキュリティー対策にも注意し、安心して

利用できる情報環境を提供できるよう努めて

いる。 
2001 年 8 月現在 WebCT は、3.6 日本語版α

バージョンのバグフィックス作業が名古屋大

学を中心に進められている。作業が順調に進

めば、本年度後期の授業から、WebCT 日本語

版を活用した教育が可能となり、これを用い

て情報メディアを利用した教材提供、コミュ

ニケーション支援、協調学習から学習状況把

握、成績管理までさまざまな試みがなされる

と期待している。これらの試みの成果を WBT
システムの運用、開発作業にどのように反映

していくかが、今後の大きな課題の一つにな

る。 
情報メディア教育研究センターの運営する

WBT システムを利用するには、現在は試行段

階であるため、担当者に直接連絡して WBT
システムの教材デザインのためアカウントを

取得してもらう必要がある。教材作成を補助

する TA 等を登録することもできるし、特定

の機能だけを利用することもできる。システ

ムの詳細については個別で相談に乗っている

ので、WBT システムでの教材作成を希望する

教官は西図書館内にある情報メディア教育研

究センター準備室にいるスタッフに気軽に声

を掛けてみてほしい。 
 
4. 情報教育とコンピュータ不安 

小学校、中学校、高等学校での情報教育が

始められつつある現在、広島大学に入学して

くる学生はどのように変化してきているので

あろうか。ここでは、広島大学で情報リテラ

シーの授業受講生に対して 97 年より実施して

きたアンケート調査の結果を元に、学生の変

化の様子を追ってみたい。アンケートはコン

ピュータ操作の経験とコンピュータ不安をマ

ークシート形式で調べている。 
コンピュータ操作の経験を問う項目では高

校に情報科目があったか、それを受講したか、

また、これまでにコンピュータを使用した経

験があるか、自宅にコンピュータがあるか等

について尋ねている。高校で情報教育を受け

ている新入生は本年度でもまだ全体の 15％程

度しかいないがその割合は非常にゆっくりと

ではあるが増加している。ただし、コンピュ

ータを使用したことのある新入生はここ 3 年

間 9 割近くになっており、自宅にコンピュー

タがあると答えている学生も本年度 4 割を超

え、１～2 年のうちには半数以上の新入生の

自宅にコンピュータがあるという状況になる

のではないかと考えている。 
コンピュータ不安調査には ACAS (愛教大コ

ンピュータ不安尺度) を利用している [5, 6]。
ACAS は 21 項目の質問に対して当てはまるか

どうかを 5 段階で回答する。各質問項目は、

オペレーション不安（OPE）、できるだけコ

ンピュータから遠ざかりたいという感覚の強

さを表す接近願望（AVO）、テクノロジー不

安（TEC）の３つに分類され、それぞれに対

する不安度は７から 35 の間の数値で表される。 
調査結果の一部を表 1 にまとめておく。 
新入生のほとんどは、入学以前から何らか

の形でコンピュータに触れており、接近願望

の減少傾向からもコンピュータからできるだ

け遠ざかりたいという意識は薄まりつつある

ことが分かる。ただし、情報技術の急速な変

化のためかコンピュータ操作、テクノロジー 



表 1 情報リテラシー受講生に対する ACAS
によるコンピュータ不安調査結果 
 
入学年 N OPE AVO TEC 合計 
1997 
1998 
1999 
2000 
2001 

2027 
1901 
2001 
1961 
1162 

18.1 
17.9 
17.8 
18.5 
18.2 

18.5 
18.0 
17.9 
17.7 
17.2 

20.3 
20.2 
20.3 
20.8 
21.0 

56.9 
56.1 
56.0 
57.0 
56.4 

 
の発展に対する不安は依然として強いものが

ある。コンピュータ不安は情報処理能力習得

の妨げとなるだけでなく、WBT システム等の

情報処理環境を利用した授業の成果を妨げる

ことにもなるため、新入生を中心とした授業

での情報処理環境利用には特別な配慮が必要

である。 
情報メディア教育研究センターでは、学生

が自由に利用できるさまざまな情報環境を整

備したマルチメディアフロアーに常時スタッ

フを待機させ、困ったことがあれば気軽に質

問できる雰囲気の利用相談窓口を置くことで、

学生の持つコンピュータ不安を少しでも下げ

ることができるよう努めている。実際、マル

チメディアフロアー利用者のオペレーション

不安は 15.5 程度と、表 1 に比べ低いものとな

っている [1, 7]。 
 
5. まとめ 

情報メディアを大学教育で利用していくた

めに考えておかなくてはならないことを簡単

にまとめてみた。広島大学はこれから情報メ

ディアの教育利用を進めていくという段階に

あるため、本論では情報メディアを利用する

ことによってどのようなことができるように

なるのか、またその際に注意すべきことは何

かを中心に据えている。これは、従来の形の

授業では十分でないことを必ずしも意味して

いるのではない。従来の形態の授業でのダイ

ナミックな教官と学生との対話の中でしか得

られない教育効果も多々あるのはもちろんで

ある。重要なのは、新しい形の学習形態が最

適な分野については、簡単に実現可能なとこ

ろからだけでも、それを柔軟に取り入れてい

くということであろう。 
WBT を利用したコースのための教材作成は

まだ始まったばかりである。現在は１教科の

教材作成に百万円以上かかる場合もあり、決

して気軽に始められるものではない。WBT コ

ースを利用し始めるために必要な準備も、一

旦教材が完成するまでは、従来の授業と比較

して遥かにたいへんな作業である。ただし、

欧米においてさまざまな分野で活用されてい

るように、WBT による教育効果は決して小さ

なものではなく、今後の大学教育を大きく変

えていくキーポイントの一つになると考えら

れる。情報メディア教育研究センターとして

も、WBT システムを利用した新たな試みに対

して柔軟に支援できるよう環境整備を進めて

いるので、これを積極的に利用して大きな教

育成果を挙げていただきたい。 
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